
授業科目 論理国語 
2025年度 

国語科シラバス 学年（コース） 3学年 探究（文系） 単位数 3単位 

授業内容 

〇近現代の論理的な文章を読解し、的確な言葉を用いて考えを表現する。 

・漢字や語彙などの基本的な知識、背景知識を習得し、読解に活用する。 

・具体的事例と筆者の意見、因果関係や対比構造など論理の展開を理解して 

内容を把握し、筆者の主張・要旨を読み取る（読解のスキルを高める） 

・社会的な話題の文章を読んだり、資料を活用したりして、得た情報をもとに 

自らの主張を再構築し、言葉で表現するトレーニングを積み上げる（思考力・表

現力の強化・向上）。 

・文章記述や発表、議論を通して考えを表現し合い、また人の意見を理解し、 

お互いの考えを深め合う（ペアワーク・グループワーク）。 

・大学入試を意識して問題演習、小論文等を随時取り入れていく。 

・文系は 3 単位で行うので週 1 時間投げ込み教材を使って要約・記述の問題演習を

行っていく。 

 

到達目標 

・論理的文章を正確に読解する力を身につけている。そのための要約力・質問力・先読

み力などのスキルを修得できている。 

・自分の考えを論理的に表現することができる。そのために書くこと・話すことを積極

的にできる態度を 1年間で向上させている。   

・ものの見方や考え方を深めるとともに、人と理解し合い人生を豊かにする、自らのキ

ャリアについて授業を通じて考えるなどの態度を 1年間で向上させている。 

・自らが考えて、言語運用能力を高める、読解スキルを向上させるなど主体的に学習す

る態度と、仲間と協力する・読書や ICTを利用しての対話的な学習を行えるようにな

っている。 

・自分なりの進学目標に沿った学習方略を立てられること。 

評価方法 

① 「知識・技能」、②「思考力・判断力・表現力」、③「主体的に学習に取り組む態度」 

の３つの観点から評価する。①については定期考査、小テストの結果で評価。加えて、自

主的な学習を評価に加える。②については定期考査（記述問題）と課題の内容で評価。課

題を積極的に行うことで思考力・表現力を高めることも加点対象とする。③はリフレクシ

ョンシート（授業ごとに提出）の内容を精査し、また授業への取り組む姿勢、ペア・グル

ープ活動での貢献度、課題やノート等の提出状況で評価する。特に、リフレクションシー

トにおける自己評価、相互評価を重視し、評価活動によって主体性を高めることを目標と

する。 

 

使用教材 
教科書   「精選論理国語」（東京書籍）（継続使用） 

副教材  「新共通テスト対策 決戦現代文完答 22+6」（尚文出版） 

その他 

大切なのは教科書や教材の内容を覚えることではなく、授業を通じて語彙力、背景知識を

増やし、表現力、思考力、判断力などの言語運用能力と読解スキルを高めることです。1・

2年次に行った「論コミ」や「論理エンジン」や小論文・分析・推論の授業や教科書、問

題集を通じて力に変えていく授業になります。また、教材についてはみなさんの習熟状況

に応じて修正する可能性があること、投げ込みの教材を使用することを付記します。 

 

 

 



 



授業科目 論理国語 
2025年度 

国語科シラバス 学年（コース） 3学年 探究（理系） 単位数 2単位 

授業内容 

〇近現代の論理的な文章を読解し、的確な言葉を用いて考えを表現する。 

・漢字や語彙などの基本的な知識、背景知識を習得し、読解に活用する。 

・具体的事例と筆者の意見、因果関係や対比構造など論理の展開を理解して 

内容を把握し、筆者の主張・要旨を読み取る（読解のスキルを高める） 

・社会的な話題の文章を読んだり、資料を活用したりして、得た情報をもとに 

自らの主張を再構築し、言葉で表現するトレーニングを積み上げる（思考力・表

現力の強化・向上）。 

・文章記述や発表、議論を通して考えを表現し合い、また人の意見を理解し、 

お互いの考えを深め合う（ペアワーク・グループワーク）。 

・大学入試を意識して問題演習、小論文等を随時取り入れていく。 

 

到達目標 

・論理的文章を正確に読解する力を身につけている。そのための要約力・質問力・先読

み力などのスキルを修得できている。 

・自分の考えを論理的に表現することができる。そのために書くこと・話すことを積極

的にできる態度を 1年間で向上させている。   

・ものの見方や考え方を深めるとともに、人と理解し合い人生を豊かにする、自らのキ

ャリアについて授業を通じて考えるなどの態度を 1年間で向上させている。 

・自らが考えて、言語運用能力を高める、読解スキルを向上させるなど主体的に学習す

る態度と、仲間と協力する・読書や ICTを利用しての対話的な学習を行えるようにな

っている。 

・自分なりの進学目標に沿った学習方略を立てられること。 

評価方法 

① 「知識・技能」、②「思考力・判断力・表現力」、③「主体的に学習に取り組む態度」 

の３つの観点から評価する。①については定期考査、小テストの結果で評価。加えて、自

主的な学習を評価に加える。②については定期考査（記述問題）と課題の内容で評価。課

題を積極的に行うことで思考力・表現力を高めることも加点対象とする。③はリフレクシ

ョンシート（授業ごとに提出）の内容を精査し、また授業への取り組む姿勢、ペア・グル

ープ活動での貢献度、課題やノート等の提出状況で評価する。特に、リフレクションシー

トにおける自己評価、相互評価を重視し、評価活動によって主体性を高めることを目標と

する。 

 

使用教材 
教科書   「精選論理国語」（東京書籍）（継続使用） 

副教材  「新共通テスト対策 決戦現代文完答 22+6」（尚文出版） 

その他 

大切なのは教科書や教材の内容を覚えることではなく、授業を通じて語彙力、背景知識を

増やし、表現力、思考力、判断力などの言語運用能力と読解スキルを高めることです。1・

2年次に行った「論コミ」や「論理エンジン」や小論文・分析・推論の授業や教科書、問

題集を通じて力に変えていく授業になります。また、教材についてはみなさんの習熟状況

に応じて修正する可能性があること、投げ込みの教材を使用することを付記します。 

 

 

 



 



授業科目         文学国語 2025度 

国語科シラバス 学年（コース） ３学年 探究 単位数 ２ 

授業内容 

○実践的な語彙力を身につけるとともに、文章の読み方を理解し、読解に活

用する。 

○文学的文章の読解を通して、時代背景・思想・心情理解につなげる。 

○話者や登場人物の心理から、他者としての登場人物の生き方、考え方を多

角的に読み取り、自らの生き方を見つめる材料とする。 

○短詩形文学の学習を通して、様々な修辞技法を学びその使用意図を理解す

るとともに、自分の表現に活用することを学ぶ。 

○主題の読み方・解答の作り方を理解し、入試問題の実践的な演習を行う。 

到達目標 

○小説を正確に読解する力を身につける。 

○自分の考えを論理的に表現する力を伸ばす。 

○ものの見方や考え方を深めるとともに、人と理解し合い人生を豊かにする 

態度を養う。 

○入試問題に対応できる力を身につける。 

評価方法 

定期考査・課題の提出・ノート点検・日常の授業での取り組む姿勢などを通

し、知識・技能、思考力・判断力・表現力、主体性の観点から総合的に評価す

る。 

使用教材 

教科書 「文学国語」（東京書籍） 

副教材 「＜改訂版＞共通テスト対策 現代文完答２２」（尚文出版） 

 

その他 

○現代文の読解の根幹となる知識（常用漢字・抽象的概念語句・用語）の運

用の確認をしながら、「読む」ことを習慣化させる。 

 

 

 

●授業進度表（文学国語 ３年 探究） 
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授業科目 国語表現 2025年度 

国語科シラバス 学年・コース ３学年 探究 文 F理 F 単位数 ３ 

授業内容 

〇基礎知識の習得、表現力の養成 

 ・漢字や語句の意味用法、慣用的な書き方、表記の決まりを意識し正しく使う。 

 現代頻出している社会的語彙・外来語などを知り、自己の文章にも使えるよ

うにする。 

○基礎知識を駆使して文章やプレゼンテーションなどにおいて視聴者を引き付

け理解してもらえる技能を育てる。 

 ・志望理由書・自己推薦文の作成。 

 ・面接練習 

 ・新聞・書籍・ラジオ・テレビのドキュメンタリー番組から現代社会の問題を

知り（背景知識）自分の考えを組み立てて、意見をまとめて発表する。 

  

到達目標 

〇基礎知識の習得、表現力の養成。 

・自主的・主体的に基礎知識・文章スキルを学習する。 

○小論文やレポートを書く力の養成（グループワークでの協働性） 

〇自己のキャリアについて考える力の養成。 

○プレゼン力、ディスカッションの養成 

  

 

評価方法 

〇１知識・技能 ２思考力・判断力・表現力 ３主体的に学習に取り組む態度 

の３つの観点から評価する。 

１は定期考査と授業中の課題及び自主的に検索する姿勢からの評価。 

２は定期考査と授業中のプレゼン・小論文の結果から評価。 

３は日々のリフレクションの内容、グループワーク、ディスカッションの態度

から自己評価・相互評価を中心に評価する。 

使用教材 

「国語表現」 （大修館書店） 

「国語表現 基礎演習ノート」（大修館書店） 

演習プリント（投げ込み教材） 

 

●授業進度表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

授業科目 古典探究 
2025年度 

国語科シラバス 学年（コース） 3学年 探究 単位数 
文系 3 

理系 2 

授業内容 

◎教科書教材により、基礎知識の習得、読解能力の養成。 

＜古文＞ 

○古文の基礎知識を定着させ、それを活用して読解する。 

・古文単語、古典文法（助詞・助動詞・敬語・識別・和歌の知識）、古文常識など。 

○構成を考えながら読み、文章全体の内容を理解する。 

・修辞に注意しながら、和歌に詠まれた心情や情景を理解する。 

・複数の作品を比較し、それぞれの主張を整理し、それに対する自分の考えを表現する。         

＜漢文＞ 

○漢文の基礎知識を定着させ、それを活用して読解する。 

・訓読の決まり・句法・漢文常識語など。 

○漢文の訓読・読解を通して、文章の内容や筆者の考えを理解する。 

○描かれている時代を知り、人々の思想や生き方を考える。 

 

○古文・漢文とも、共通テスト・大学入試過去問題による演習 

制限時間内に解く練習をした後、解説を聞き、解答を導く方法を習得する。 

○グループワークを取り入れることで、客観的な読み方・解き方を身につけていく。 

到達目標 

〇古文・漢文の基礎知識を理解・習得し読解能力を身につける。 

〇入試問題に対応できる力を習得する。 

〇古典の読解を通して、時代背景や当時の人々の生き方・価値観を知り、自己のものの見方や

感じ方を広く豊かにする。 

〇古典に親しむことによって、豊かな日本文化を味わう態度を身につける。 

評価方法 

①「知識・技能」、②「思考力・判断力・表現力」、③「主体的に学習に取り組む態度」の３つ

の観点から評価する。具体的には、定期考査を中心に、小テスト・課題の提出状況・日常の授

業への取り組みやグループ活動への参加態度・振り返りシートの内容などをもって、総合的に

評価する。 

使用教材 

教科書 精選古典探究 古文編 （東京書籍） 

精選古典探究 漢文編 （東京書籍） 

副教材 共通テスト対策 古典完答 22（尚文出版） 

※古語辞典 

三訂版正しく・解くための力をつける古典ステップ２ 

新明説漢文・ノート（尚文出版）、は継続使用 

その他 

１学期～２学期前半までは教科書・プリントを使用し、演習をする。 

２学期からは主に共通テスト対策を行う。 

適宜私大演習を行う。 

● 授業進度（３年探究） 

 

 

 

 

 

 

 

 



授業科目 地理探究 2025年度 

地歴公民科シラバス 学年・コース ３学年 探究（理系） 単位数 ３ 

授業内容 

・地理総合で扱った統計地理の復習をしながら、もう少し詳しく学習をする。 

・資源と産業・交通・通信・観光・貿易 

・人口と人口問題 

・村落と都市，都市問題 

・生活文化・宗教，民族 

・現代社会の地域区分（地誌） 

・問題演習 

到達目標 

・地理的な事象に関する基本的な知識が身についている。 

・現代社会が抱える諸課題について，その原因を地理的な視点から考察できる。 

・統計やデータから必要な情報だけを読み取ることができる。 

・世界各国の風土や文化について，地理的な視点から理解するだけでなく，そ

れぞれの国が抱える諸課題について考察することができる。 

・日本の風土や文化について，地理的な視点から理解し，日本の特徴について

説明できる。 

・現代世界の抱える諸課題について，当事者意識をもってその解決の方法につ

いて考察することができる。 

評価方法 

「知識・技能」（40％），「思考・判断・表現」（30％）については定期テストをも

とに評価する。「主体的に取り組む態度」については，提出物，小テスト，振り

返りシート等をもとに評価をする。（30％） 

使用教材 

教科書 『新詳 地理探究』（帝国書院） 

    『新詳 高等地図』（帝国書院） 

副教材 『新詳地理資料 ＣＯＭＰＬＥＴＥ』（帝国書院） 

    『ウィニングコンパス 地理の整理と演習 2025』（とうほう） 

その他  

●進度表 
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授業科目 日本史探究 ２０２５年度 

地歴公民科シラバス 学年・コース 3学年 探究 単位数 4 

授業内容 

・教科書を中心に，資料や図表，歴史地図などを適時使用し，関心・意欲を持

ち，東アジア地域及び欧米諸国に視点を置き，戦争や産業を中心として歴史

的背景を踏まえながら日本の歴史を学習する。また入試問題にも触れていく。 

・第Ⅲ部 近世 

  第１０章 幕藩体制の動揺 

   第３節 幕府の衰退と近代への道 

   第４節 化政文化 

・第Ⅳ部 近代・現代 

  第１１章 近世から近代へ 

  第１２章 近代国家の成立 

  第１３章 近代国家の展開 

  第１４章 近代の産業と生活 

  第１５章 恐慌と第二次世界大戦 

  第１６章 占領下の日本 

第１７章 高度成長の時代 

  第１８章 激動する世界と日本 

到達目標 

・幕藩体制から近代国家，戦争を経て現代へ至る過程を説明できる。 

・歴史地図を使用し，地名や場所を調べ，その地域に興味を持つことができる。 

・出てきた重要歴史事象についてクラスや講座内で討議，発表ができる。 

評価方法 

「知識・技能」（40％），「思考・判断・表現」（30％）については定期テストをも

とに評価する。「主体的に取り組む態度」については，提出物，小テスト，プレ

ゼン発表，レポート等をもとに評価をする。（30％） 

使用教材 

教科書：日本史探究 詳説 日本史 （山川出版社） 

副教材：WINSTEP日本史探究（新課程版）／図説日本史通覧 （帝国書院） 

日本史重要語句 Check List 2024(啓隆社) 

 

●授業進度表 

３年 

探究 

日本史

探究 



授業科目 世界史探究 2025年度 

地歴公民科シラバス 学年・コース 3 学年 探究 単位数 4 

授業内容 

近世から現代までの諸地域の通史を中心に扱う。 

世界史へのまなざし 

第Ⅲ部 諸地域の結合・変容 

第 12章 産業革命と環大西洋革命 

第 13章 イギリスの優位と欧米国民国家の形成 

第 14章 アジア諸地域の動揺 

第 15章 帝国主義とアジアの民族運動 

 第 16章 第一次世界大戦と世界の変容 

第 17章 第二次世界大戦と新しい国際秩序の形成 

第Ⅳ部 地球世界の課題 

 第 18章 冷戦と第三世界の台頭 

 第 19章 冷戦の終結と今日の世界 

到達目標 

・教科書や資料集を使って，必要な情報を的確に読み取ることができる。 

・近世から現代にかけての歴史の理解に関して必要な重要語句などの知識を獲得し，諸地

域同士のつながりについても理解する。 

・近代国家の成り立ちなどの各地域を学習する中で，各地域の政治や出来事について理解

している。 

・教科書や用語集に掲載されている重要語句について説明することができる。 

・与えられた史料から情報を正確に読み取り，論理的な判断ができる。 

評価方法 

「知識・技能」（40％），「思考・判断・表現」（30％）については定期テストをもとに評価

する。「主体的に取り組む態度」については，振り返りシート，小テスト等をもとに評価を

する。（30％） 

使用教材 

教科書：『詳説世界史探究』（山川） 

副教材：『アカデミア世界史』（浜島） 

『世界史用語集』（山川）  

『世界史重要語句 Check List』（啓隆社） 

『ウィニングコンパス 世界史の整理と演習』（とうほう） 

『2025 実戦攻略 歴史総合，世界史探究 大学入学共通テスト問題集』（山川） 

その他 
 

●授業進度表 

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

第12章　産業革命と環大西洋革命

第13章　イギリスの優位と欧米国民国
家の形成

第14章　アジア諸地域の動揺

第15章　帝国主義とアジアの民族運動

第16章　第一次世界大戦と世界の変容

第17章　第二次世界大戦と新しい国際
秩序の形成

第18章　冷戦と第三世界の台頭

第19章　冷戦の終結と今日の世界

3年生特進 世界探究 夏休み 冬休み

2
学
期
期
末
試
験

2
学
期
中
間
試
験

1
学
期
期
末
試
験

第Ⅲ部

第Ⅳ部

1
学
期
中
間
試
験

項目単元
５月 ６月 １月４月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

科目学年・コース

 

３年 

探究 

世界 

史 

探究 



授業科目 倫理 2025年度 

地歴公民科シラバス 学年・類（コース） 3 学年 探究 単位数 ３ 

授業内容 

よりよく生きることを追求した先哲の思想について理解し，自ら思索を深め，

自己や社会の問題について主体的に選択できるようになることを目標とする。 

第１編 現代に生きる自己の課題と人間としてのあり方生き方 

第１章 人間の心と自己形成  第２章 人間の存在や価値と宗教 

第３章 人間のあり方と社会  第４章 現代の人間と社会をとらえる思想 

第５章 国際社会に生きる日本人としての自覚 

第２編 現代の諸課題と倫理 

 第１章 自然や科学技術にかかわる諸課題と倫理 

 第２章 社会と文化にかかわる諸課題と倫理 

到達目標 

・古今東西の幅広い知的蓄積を通して，現代の諸課題を捉え，より深く思索する

ための手掛かりとなる概念や理論について理解するとともに，諸資料から，人

間としての在り方生き方に関わる情報を調べまとめる技能を身に付けるよう

にする。 

・自立した人間として他者と共によりよく生きる自己の生き方についてより深く

思索する力や，現代の倫理的諸課題を解決するために倫理に関する概念や理論

などを活用して，論理的に思考し，思索を深め，説明したり対話したりする力

を養う。 

・人間としての在り方生き方に関わる事象や課題について主体的に追究したり，

他者と共によりよく生きる自己を形成しようとしたりする態度を養うととも

に，多面的・多角的な考察やより深い思索を通して涵養される，現代社会に生

きる人間としての在り方生き方についての自覚を深める。 

評価方法 

「知識・技能」（40％），「思考・判断・表現」（30％）については定期テストをも

とに評価する。「主体的に取り組む態度」については，提出物，小テスト，プレ

ゼン発表，レポート等をもとに評価をする。（30％） 

使用教材 
教科書 『高等学校 倫理』(第一学習社) 

副教材 『最新図説倫理』 (浜島書店) 

その他  

 

●授業進度表 

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上中下上中下上中下

第1章 人間の心と自己形成

第2章 人間の存在や価値と宗教

第3章 人間のあり方と社会

第4章 現代の人間と社会をとらえる思想

第5章 国際社会に生きる日本人としての自覚

第6章 自然や科学技術にかかわる諸課題と倫理

第7章 社会と文化にかかわる諸課題と倫理

１

学

期

期

末

試

験

夏

休

み

２

学

期

中

間

試

験

２

学

期

期

末

試

験

冬

休

み

３　年

探　求
倫理

第１編

第２編

１

学

期

中

間

試

験

１２月 １月 ２月 ３月６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月学　年

コース
科目 単元 項目

４月 ５月

 



授業科目 政治経済 2025年度 

地歴公民科シラバス 学年・コース ３学年 探究（文Ｆ/文 5） 単位数 ３ 

授業内容 

第 1編 第１章 現代日本の政治・経済（第３節から） 

    第２章 現代日本の諸課題の探究 

第２編 第１章 現代の国際世辞・経済 

    第２章 国際社会の諸課題の探究 

到達目標 

・資本主義や市場経済の特質を理解し，政府の経済政策について見解を述べるこ

とができる。 

・国際経済の本質や問題点について歴史を通じて理解し，現代のグローバル経済

の問題に対する企業・政府・国際社会のあり方について議論することができる 

・戦後から現代に続く日本社会の問題とそれに対する対策の歴史を通じて，現代

の日本が抱える諸課題の解決について考えることができる。 

・統計資料などから問題点とその背景を読み取ることができる。 

・現代社会の課題を解決するため，対話を通じて合意を形成することができる。 

評価方法 

「知識・技能」（40％），「思考・判断・表現」（30％）については定期テストをも

とに評価する。「主体的に取り組む態度」については，提出物，小テスト，プレ

ゼン発表，レポート等をもとに評価をする。（30％） 

使用教材 

教科書 『高等学校 政治・経済』（第一学習社） 

副教材 『政治・経済資料 2025』（とうほう） 

    『用語集 政治・経済』（清水書院） 

  『2026実践攻略 公共 政治・経済 大学入学共通テスト問題集』（実教出版） 

●授業進度表 

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

市場経済の機能と限界

持続可能な財政および租税のあり方

金融を通した経済活動の活性化　

経済活動と福祉の向上

少子高齢社会における社会保障の充実・安定化

防災と安全・安心な社会の実現

相互依存関係が深まる国際経済の特質　

国際経済の現状と課題

国際経済において求められる日本の役割

グローバル化にともなう人々の生活や社会の変容

持続可能な国際社会づくり

2
学
期
中
間
試
験

2
学
期
期
末
試
験

冬休み 春休み
現代日本の諸課題の探究

現代の国際政治・経
済

国際社会の諸課題
の探究

夏休み

１２月 １月 ２月 ３月

3年探究 政治経済

現代日本の政治・経済

1
学
期
中
間
試
験

1
学
期
期
末
試
験

６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月
学年・コース 科目 単元 項目

４月 ５月

 



授業科目 数学Ⅰ（選択） 2025年度 

数学科シラバス 学年・コース ３学年 探究 文系 F 単位数 ３ 

授業内容 

・看護大学入試や文系大学の入試数学の対策を主として，必要となる数学Ⅰ・Ａの内容

かつ応用できる数学Ⅱの内容における演習を行う。 

・単元別に復習し，定義の本質的な意味を理解し，基礎知識の理解と反復練習を行い，

数学的な文章を読み解く力を養う。 

・展開や因数分解，2 次関数，三角比，場合の数と確率，図形の基本から復習し，演習

を中心に応用問題を解くなかで必要とされる能力の育成を図る。 

・進路や状況に応じて問題演習を行い，入試に備える。 

到達目標 
数学Ⅰ・Ａ・Ⅱの基礎の定着を図るとともに，看護系大学や文系大学の入試数学問題に

対応できる力を身につける。 

評価方法 

① 知識・技能：定期考査，課題点検テスト，小テスト等  

② 思考・判断・表現：定期考査，ノート，課題などの提出物，レポート等  

③ 主体的に学習に向かう態度（粘り強さ・調整力）：振り返りシート，授業参加，授業態度 

①～③を総合的に判断する 

使用教材 

共通テスト対策実力養成基礎徹底演習数学（Learn-S） 

プリント 

その他  

 

学年・類 科目 単元 項目 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

数と式

２次関数

図形と計量

データの分析

場合の数と確率

図形の性質

数学ⅠAⅡ 問題演習

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

３年

探究

文系

数学Ⅰ

１
学
期
中
間
試
験

１
学
期
期
末
試
験

数学A

数学Ⅰ

夏休み

２
学
期
中
間
試
験

２
学
期
期
末
試
験

冬休み

学
年
末
試
験



授業科目 数学Ⅱ ２０２５年度 

数学科シラバス 学年・コース ３学年 探究（選択 単位数 ３ 

授業内容 

 

・大学入試対策だけでなく、基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り, 事象を

数学的に考察し表現する能力を身に付ける。 

・共通テストでは、ただ定義通り計算させるだけでなく，定義自体の本質的な

意味を問うような問題が増加傾向にある。これらに対応するため，基礎知識の

暗記のみにとどまらず，本質をしっかり理解させた上で，定着を図る。 

・共通テストを意識して，解答に到る過程を論理的かつ速く正確に表現する演

習を行う。 

 

到達目標 

数学ⅠＡⅡＢＣの基礎学力の定着を図るとともに，入試問題に積極的に粘り強

く最後まで考え抜く態度を育てる。 

評価方法 

定期試験および授業中の確認テスト・小テスト・課題の提出状況・授業に取り

組む姿勢・振り返りシート等で総合的に評価をする。 

使用教材 

実力養成重要問題演習「数学」2026共通テスト（進研学参）10月まで 

実力完成直前演習「数学」2026共通テスト（進研学参）11月より 

プリント教材 

その他 
 

 

●授業進度表 

 

学年・ｺｰｽ 科目 単位 単元 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

数と式

２次関数

図形と計量

データ分析

場合の数と確率

図形の性質

式と証明

複素数と方程式

図形と方程式

三角関数

指数関数と対数関数

微分法と積分法

数列

統計的な推測

２
学
期
中
間
試
験

２
学
期
期
末
試
験

３年

探究
（選択）

数学Ⅱ 3

１
学
期
中
間
試
験

１
学
期
期
末
試
験

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月



授業科目 数学Ⅲ（理系） 2025年度 

数学科シラバス 学年・コース ３学年 探究コース 単位数 ３ 

授業内容 

第１章 関数 

  分数関数・無理関数の値の変化やグラフの特徴を理解する。逆関数・合成関数の

意味を理解し，それらを求めることができるようにする。 

 

第３章 微分法  

  微分可能性を理解し，基本的な導関数(和，差，積及び商の微分法，合成関数，三

角関数，指数関数及び対数関数の微分法)を理解し求めることができるようにする。 

 

第４章 微分法の応用 

  導関数を用いて，いろいろな曲線の接線を求める。いろいろな関数の値の増減，極

大・極小，グラフの凹凸などを調べグラフの概形をかけるようにする。 

 

第５章 積分法とその応用 

  積分の基本的な性質を理解し、様々な関数の不定積分・定積分求める。置換積分・

部分積分法を理解し，不定積分や定積分を求める。定積分の基本的性質を学び、面積

や体積および曲線の長さを求め、活用する。 

 

問題演習 

 

到達目標 
上記学習内容について，基礎的な知識の習得と技能の習熟をはかり，事象を数学的に考

察し処理する能力を伸ばすとともに，それらを活用する態度を育てる。 

評価方法 

① 知識・技能：定期考査，課題点検テスト，小テスト等  

② 思考・判断・表現：定期考査，ノート，課題などの提出物，レポート等  

③ 主体的に学習に向かう態度（粘り強さ・調整力）：振り返りシート，授業参加，授業態度 

①～③を総合的に判断する 

使用教材 

教科書：「新編 数学Ⅲ」（数研出版） 

副教材：「SUKEN NOTEBOOK 3TRIAL数学Ⅲ完成ノート【関数，極限】 

「SUKEN NOTEBOOK 3TRIAL数学Ⅲ完成ノート【微分法とその応用】」 

「SUKEN NOTEBOOK 3TRIAL数学Ⅲ完成ノート【積分法とその応用】」 

「数学Ⅲ・C重要事項完全習得編」改訂版（河合出版） 

その他  

 

学年・類 科目 単元 項目 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

関数 分数関数・無理関数・逆関数と合成関数

導関数

いろいろな関数の導関数

導関数の応用

いろいろな応用

不定積分

定積分

積分法の応用

数学ⅢC 問題演習

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

３年

探究

理系

数学Ⅲ

１
学
期
中
間
試
験

１
学
期
期
末
試
験

微分法の応用

積分法とその
応用

微分法

夏休み

２
学
期
中
間
試
験

２
学
期
期
末
試
験

冬休み

学
年
末
試
験



授業科目 数学Ｂ ２０２５年度 

数学科シラバス 学年・コース ３学年 探究理系 単位数 ２ 

授業内容 

【入試対策】 

・共通テスト・私立大学入試対策として，数学ⅠＡＢＣ（ベクトル）の内容を復

習しつつ、入試問題に取り組む。 

・共通テストでは、ただ定義通り計算させるだけでなく，定義自体の本質的な意

味を問うような問題が増加傾向にある。これらに対応するため，基礎知識の暗記

のみにとどまらず，本質をしっかり理解させた上で，定着を図る。 

 

・本番を意識して，解答に到る過程を論理的かつ速やかに表現する演習をする。 

 

到達目標 

数学ⅠＡＢＣ（ベクトル）の基礎学力の定着を図るとともに，入試問題に，積極

的に粘り強く考え抜く態度を育てる。そして，筆記試験等に対応できる応用力や

表現する力をつける。 

評価方法 

・定期考査 

・授業態度や取り組み 

・振り返りシート 

以上の取り組みを見て「知識技能」「思考力判断力表現力」「主体的に学びに向かう

力」の３観点から総合的に判断する。 

使用教材 

文系の数学 重要事項完全習得編（河合出版） 

 

その他 

 

学年・類 科目 項目 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

集合と論理

データの分析

場合の数・確率

整数の性質

図形の性質

数列

統計的な推測

ベクトル

３年

探究

理系

数学B

１
学
期
中
間
試
験

夏休み

２
学
期
中
間
試
験

２
学
期
期
末
試
験

冬休み

学
年
末
試
験

１
学
期
期
末
試
験

３月４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月

 

 



授業科目 数学 C（文系） 2025年度 

数学科シラバス 学年・コース ３学年 探究コース 単位数 ２ 

授業内容 

第１章 平面上のベクトル 

 平面上のベクトルという概念，加法，逆ベクトル，実数倍，内積，位置ベクトル，

ベクトル方程式を学び，図形もベクトルを用いて考察する。 

 

第２章 空間のベクトル 

 平面上のベクトルの性質が空間でも同じように使えるということを学ぶ。 

 

問題演習 

・単元別に復習し，定義の本質的な意味を理解し，基礎知識の理解と反復練習を行い，

数学的な文章を読み解く力を養う。 

・応用問題を解くなかで必要とされる能力の育成を図る。 

・進路や状況に応じて問題演習を行い，入試に備える。 

 

到達目標 
上記学習内容について，基礎的な知識の習得と技能の習熟をはかり，事象を数学的に考

察し処理する能力を伸ばすとともに，それらを活用する態度を育てる。 

評価方法 

① 知識・技能：定期考査，課題点検テスト，小テスト等  

② 思考・判断・表現：定期考査，ノート，課題などの提出物，レポート等  

③ 主体的に学習に向かう態度（粘り強さ・調整力）：振り返りシート，授業参加，授業態度 

①～③を総合的に判断する 

使用教材 

教科書：「新編 数学 C」（数研出版） 

副教材：「SUKEN NOTEBOOK 3TRIAL数学 C完成ノート【ベクトル】」 

    文系の数学重要事項完全習得編（河合出版） 

    全レベル問題集①② 

その他  

 

学年・類 科目 単元 項目 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

ベクトルとその演算

ベクトルと平面図形

空間のベクトル

数学BC 問題演習

数学ⅠⅡA 問題演習

１２月 １月 ２月 ３月４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

１
学
期
期
末
試
験

３年

探究

文系

数学C 夏休み

１０月 １１月

２
学
期
中
間
試
験

２
学
期
期
末
試
験

冬休み

学
年
末
試
験

平面上のベクトル
１
学
期
中
間
試
験



授業科目 数学 C（理系） 2025年度 

数学科シラバス 学年・コース ３学年 探究コース 単位数 ３ 

授業内容 

数学 C 

第４章 式と曲線（第１節 ２次曲線の応用） 

  ２次曲線の基本の方程式や性質を理解し，平行移動や接線，軌跡について学ぶ。

また，曲線と直線の位置関係を理解する。 

 

数学Ⅲ 

第２章 極限 

  数列の極限，無限級数・無限等比級数，関数の極限を理解し，用語・記号を正し

く理解し，求められるようにする。これらを事象の考察に活用する。  

 

第４章 微分法の応用 

  導関数を用いて，いろいろな曲線の接線を求める。いろいろな関数の値の増減，極

大・極小，グラフの凹凸などを調べグラフの概形をかけるようにする。 

 

第５章 積分法とその応用 

  積分の基本的な性質を理解し、様々な関数の不定積分・定積分求める。置換積分・

部分積分法を理解し，不定積分や定積分を求める。定積分の基本的性質を学び、面積

や体積および曲線の長さを求め、活用する。 

 

問題演習 

 

到達目標 
上記学習内容について，基礎的な知識の習得と技能の習熟をはかり，事象を数学的に考

察し処理する能力を伸ばすとともに，それらを活用する態度を育てる。 

評価方法 

① 知識・技能：定期考査，課題点検テスト，小テスト等  

② 思考・判断・表現：定期考査，ノート，課題などの提出物，レポート等  

③ 主体的に学習に向かう態度（粘り強さ・調整力）：振り返りシート，授業参加，授業態度 

①～③を総合的に判断する 

使用教材 

教科書：「新編 数学 C」「新編 数学Ⅲ」（数研出版） 

副教材：「SUKEN NOTEBOOK 3TRIAL数学 C完成ノート【複素数平面，式と曲線】」 

「SUKEN NOTEBOOK 3TRIAL数学Ⅲ完成ノート【関数，極限】 

「数学Ⅲ・C重要事項完全習得編」改訂版（河合出版） 

その他  

 

学年・類 科目 単元 項目 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

式と曲線 2次曲線（応用）

数列の極限

関数の極限

いろいろな応用（微分）

不定積分

定積分

積分法の応用

数学Ⅲ 問題演習

２
学
期
中
間
試
験

２
学
期
期
末
試
験

冬休み

学
年
末
試
験

数Ⅲの極限

数Ⅲの微積分

３年

探究

理系

数学C

１
学
期
中
間
試
験

１
学
期
期
末
試
験

夏休み

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月



授業科目 数学 C 
２０２５年度 

数学科シラバス 学年・コース ３学年 
探究理系 

（ⅡBC選択者） 
単位数 ３ 

授業内容 

【入試対策】 

・共通テスト・私立大学入試対策として，数学ⅠＡⅡＢＣ（ベクトル）の内容を

復習しつつ、入試問題に取り組む。 

・共通テストでは、ただ定義通り計算させるだけでなく，定義自体の本質的な意

味を問うような問題が増加傾向にある。これらに対応するため，基礎知識の暗記

のみにとどまらず，本質をしっかり理解させた上で，定着を図る。 

 

・本番を意識して，解答に到る過程を論理的かつ速やかに表現する演習をする。 

 

 

 

到達目標 

数学ⅠＡⅡＢＣ（ベクトル）の基礎学力の定着を図るとともに，入試問題に，積

極的に粘り強く考え抜く態度を育てる。そして，筆記試験等に対応できる応用力

や表現する力をつける。 

評価方法 

・定期考査，小テスト 

・課題やノート，振り返りシートなどの提出物 

・授業態度や取り組み 

以上の取り組みを見て「知識技能」「思考力判断力表現力」「主体的に学びに向かう

力」の３観点から総合的に判断する。 

使用教材 

文系の数学 重要事項完全習得編（河合出版） 

 

その他 

 

 

学年・類 科目 単元 項目 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

二次関数

図形と方程式

三角関数

指数関数・対数関数

微分と積分

共テ演習

３月４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月

３年

探究

理系

数学C
数学ⅠA
ⅡBC

１
学
期
中
間
試
験

夏休み

２
学
期
中
間
試
験

２
学
期
期
末
試
験

冬休み

学
年
末
試
験

１
学
期
期
末
試
験

 



授業科目 物理 令和 7 年度 

理科シラバス 履修学年・ｺｰｽ ３ 学年 探究コース 単位数 ４ 

授業内容 

１ 波 

・光の反射，屈折，分散，速さ，干渉，回折，などについて観察，実験を活用し

ながら通学ぶことで，光の波動性について理解する。 

２ 電気と磁気 

 ・静電気の現象について理解を深め､万有引力のところで学んだ「場」の考え方

を電界･電位についても扱うことができるようにする。 

 ・キルヒホッフの法則を重点的に扱い，複雑な電流回路についても考察できる 

ようにする。 

・磁気の現象･性質について学習し､静電気で学んだ電界や電気力線などと類似し

ていることに気付くことで電磁気現象への視野を広げる。 

・右ねじの法則,フレミングの法則など電流と磁場の関係について重点的に扱

う。 

３ 原子 

・電子と光については，光の粒子性，物質波について重点的に扱う。 

・原子と原子核では，放射線とその性質について重点的に学習し，核エネルギー

と科学的に向き合い，日常生活を見つめ直す機会をつくる。 

到達目標 

理科の目標 

・日常の様々な事象を科学的観点から見つめる事ができる、豊かな自然観をもった

人物を育てる。 

・科学的なリテラシーをもった、自然科学が好きな人物を育てる。 

学習の目標 

・電子の運動論，ローレンツ力から微視的な世界と巨視的な世界を関連づけること

ができるようにする。 

・電磁気･原子という視点から日常に生起する諸現象を眺めることによって視野を

広め，物理現象の理解を深めること。 

・大学共通テスト，二次試験問題を解く力をつけること。 

評価方法 

知識・技能（40点）…定期試験、小テスト 

思考力・判断力・表現力（30点）…定期試験、授業内活動 

主体的に学習に取り組む姿勢（30点）…授業内活動、振り返りシート等の提出物 

から総合的に判断して評価する。 

使用教材 教科書：物理（数研出版） 副教材：リード Light ノート物理（第一学習社） 

●授業進度表 

 

学年・コース 科目 単元 項目 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

波の伝わり方

音の伝わり方

光

電場

電流

電流と磁場

電磁誘導と電磁は

電子と光

原子と原子核

演習 物理・物理基礎

3年
探究コー

ス
物理

波

１
学
期
中
間
試
験

１
学
期
期
末
試
験

電気と磁気

原子

２
学
期
中
間
試
験

２
学
期
期
末
試
験

学
年
末
試
験

３月４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月



授業科目 化学 令和７年度 

理科シラバス 学年・コース ３学年 探究コース 単位数 ４ 

授業内容 

第３編 化学反応の速さと平衡 

化学反応における温度や濃度，触媒の影響などについて観察，実験を行い，

反応速度や化学平衡の概念を理解させる。 

第４編 無機物質 

 無機物質の性質や反応を観察、実験などを通して探究し、元素の性質が周期

表に基づいて整理できることを理解させるとともに、それらを日常生活や社会

と関連付けて考察できるようにする。 

第５編 有機化合物 

 有機化合物の性質や反応を観察，実験などを通して探究し，有機化合物の分

類と特徴を理解するとともに，それらを日常生活や社会と関連付けて考察す

る。 

第６編 高分子化合物 

高分子化合物の性質や反応を観察，実験などを通して探究し，合成高分子化合

物と天然高分子化合物の特徴を理解するとともに，それらを日常生活や社会と

関連付けて考察する。  

 

到達目標 

・ 日常生活や社会との関連を図りながら物質とその変化への関心を高め，化学

の基本的な概念や原理・法則を理解させ科学的な見方や考え方を養う。 

・ 観察・実験などを行い，科学的に探究する力を養う。 

・ 大学入学共通テストおよび大学の二次試験等の問題を解く力をつけること。 

評価方法 

知識・技能（35点）…定期試験，小テスト 

思考力・判断力・表現力（35点）…定期試験，授業内活動 

主体的に学習に取り組む姿勢（30点）…授業内活動，振り返りシート等の提出物 

から総合的に判断して評価する。 

使用教材 

化学 Vol.1 Vol.2  東京書籍 

フォトサイエンス 化学図録 数研出版 

ニューグローバル 化学 東京書籍 

大学入学共通テスト対策 チェック＆演習 化学 化学基礎 

 

 

学年・コース 科目 単元 項目 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 中 中 中 下 上 中 下 上 中 下

化学平衡

水溶液中の化学平衡

周期表と元素

非金属元素の単体と化合物

金属元素の単体と化合物

遷移元素

炭化水素

酸素を含む化合物

芳香族化合物

天然高分子化合物

合成高分子化合物

問題演習

３月

有機化合物

高分子化合物

化学反応の速さと平衡

無機物質 １
学

期
中
間
試

験

１
学

期
期
末
試

験

２
学

期
中
間
試

験

２
学

期
期
末
試

験

６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月４月 ５月

3年探究
理系

化
学



授業科目 生物 令和７年度 

理科シラバス 学年・コース ３学年 探究・理系 単位数 ４ 

授業内容 

第 4 編 生物の環境応答 

環境の変化に生物が反応していることについて探究し，生物個体が外界の変化を感知

し，それに反応する仕組みを理解する。 

第 5 編 生態と環境 

生物の個体群と群集および生態系について探究し，それらの構造や変化の仕組みを

理解し，生態系のバランスや生物多様性の重要性について認識する。 

 

演習：問題集を解く。 

到達目標 

理科の目標 

・日常の様々な事象を科学的観点から見つめる事ができる、豊かな自然観をもっ

た人物を育てる。 

・科学的なリテラシーをもった、自然科学が好きな人物を育てる。 

学習の目標 

・生物や生物現象に対する探究心を高め，目的意識をもって観察，実験などを行い，

生物学的に探究する能力と態度を身につけるとともに，生物学の基本的な概念や原

理･法則の理解を深め，科学的な自然観を養う。 

・大学入学共通テストに止まらず大学の二次試験問題を解く力をつけること。 

評価方法 

知識・技能（40 点）…定期試験、小テスト 

思考力・判断力・表現力（30点）…定期試験、授業内活動 

主体的に学習に取り組む姿勢（30 点）…授業内活動、振り返りシート等の提出物 

から総合的に判断して評価する。 

使用教材 

教科書 生物 数研出版 

副教材 リードα生物（数研出版） スクエア最新図説生物（第一学習社） 

 チェック＆演習 生物基礎（数研出版），チェック＆演習 生物（数研出版） 

 

学年・コース 科目 単元 項目 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

生物の進化 生物の進化

細胞と分子

代謝

遺伝情報の発現と発生 遺伝情報の発現と発生

動物の反応と行動

植物の環境応答

生態と環境 生物群集と生態系

２年探究
理系

生
物

観察実験・入試問題演習

１
学
期
中
間
試
験

１
学
期
期
末
試
験

生命現象と物質

生物の環境応答

２
学
期
中
間
試
験

２
学
期
期
末
試
験

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

 



授業科目 総合理科 令和７年度 

理科シラバス 学年・コース 3学年 探究・文系 単位数 ３ 

授業内容 

化学基礎 

第１編 物質の構成 

原子の構造及び電子配置と周期律の関係を理解させる。また、物質の性質については

化学結合との関係を理解させ、物質について微視的な見方ができるようにする。 

第２編 物質の変化 

物質量を学習した後、化学反応の量的関係，酸と塩基の反応及び酸化還元反応から化

学反応に関する基本的な概念や法則を理解させるとともに，それらを日常生活や社会

と関連付けて考察できるようにする。 

生物基礎 

第１部 生物の特徴 

生物の多様性と共通性の視点を身につけ，生物の体を構成する共通の基本単位であ

る細胞の構造と働きを学び，生命活動に必要なエネルギーと代謝について理解する。 

第２部 遺伝子とその働き 

生物と遺伝子について観察，実験などを通して探究し，細胞の働き及び DNA の構

造と機能の概要を理解する。 

第３部 生物の体内環境の維持 

生物の体内環境の維持について観察，実験などを通して探究し，生物には体内環境

を維持する仕組みがあることを理解させ，体内環境の維持と健康との関係について

認識する。 

第４部 生物の多様性と生態系 

生物の多様性と生態系について観察，実験などを通して探究し，生態系の成り立ちを

理解し，その保全の重要性について認識する。 

探究活動 

観察・実験などを行い，科目を横断し科学的に探究する力を養う。 

到達目標 

・日常生活や社会との関連を図りながら物質とその変化への関心を高め、化学と生

物の基本的な概念や原理・法則の理解から科学的な見方や考え方の資質・能力を

向上させ，自律した学修者を目指す。 

・大学入学共通テストおよび私立大学の入試問題を解く力をつけること。 

評価方法 

知識・技能（40点）…定期試験、小テスト 

思考力・判断力・表現力（30点）…定期試験、授業内活動 

主体的に学習に取り組む姿勢（30点）…授業内活動、振り返りシート等の提出物 

から総合的に判断して評価する。 

使用教材 

化学基礎(東京書籍) 生物基礎(数研出版)  

ニューグローバル化学基礎(東京書籍)  リードα生物基礎(数研出版) 

チェック＆演習 化学基礎(数研出版)  チェック＆演習 生物基礎(数研出版) 

 

 



●授業進度表 

 

学年・コース 科目 単元 項目 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

物質の探究

原子の構造と周期表

化学結合

物質量と化学反応式

酸と塩基

酸化還元反応

生物の特徴

遺伝子とそのはたらき

生物の体内環境の維持 生物の体内環境

植生の多様性と分布

生態系とその保全
生物の多様性と生態系

探究活動・観察実験

２
学
期
中
間
試
験

２
学
期
期
末
試
験

物質の
変化

生
物
基
礎

生物と遺伝子 ２
学
期
中
間
試
験

２
学
期
期
末
試
験

3年探究
総合理科

化
学
基
礎

物質
の構成

１
学
期
中
間
試
験

１
学
期
期
末
試
験

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月



 体育 ２０２５年度 

シラバス 履修 類・学年 全コース ３年男女 単位 ３ 

授業内容 

・集団行動 

 クラスや講座の集団の一員であることを意識して行動させ、体育の授業に取り組む

姿勢をつくる。集団の中で秩序ある行動を身につける。 

・体つくり運動 

 自分の体力・運動能力の現状を確かめる。その結果をよく分析して、不足している能

力を高めるためいろいろなスポーツ活動に親しみ、ますます心身を鍛錬して、健康で

充実した学校生活が送れるよう努力することを学ばせる。 

・選択：サッカー、ソフトボール、ソフトテニス、バドミントン、バレーボール、 

バスケットボール、卓球、ウエイト、エクササイズ 

 自己の関心、能力等に基づいて運動や課題を選択し、運動の行い方を工夫してゲー

ムをする。集団スポーツの特性を理解する。基本的ルールを理解するとともに基本的

技能を身につけ、技術を上達させる。 

・陸上 

歩く、走、跳、投の人間の基礎的・基本的運動を身につける。体力や運動能力をそれ

ぞれの種目で十分に生かすためには、合理的な運動の技術を身につける。 

・体育理論 

合理的な動きを理解し、練習によって身につけることや、必要な体力をトレーニングに

よって向上させることで、運動やスポーツを生涯にわたって継続していくための基礎を

学習する。 

到達目標 

・積極的に楽しく運動に取組んでいる。 

・声を掛け合い、励まし合い、教え合いならが技術の習得に取り組んでいる。 

・ゲームを進めるためのルールを理解している。 

・スキルテストで標準技能や技術を習得させる。 

評価方法 知識・技能（４割）  思考・判断・表現（３割）  主体的に取り組む態度（３割） 

使用教材 アクティブスポーツ総合版（大修館） 

その他  

 

●授業進度表 

学年・類 科目 単元 項目 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

姿勢、方向転換

集合、整とん、隊形、解散

体ほぐしの運動

体力を高める運動

運動・スポーツの発祥と発展

体育理論 運動・スポーツの学び方

豊かなスポーツライフの設計

３年男女

学
年
末
試
験

１
学
期
中
間
試
験

１
学
期
期
末
試
験

２
学
期
中
間
試
験

２
学
期
期
末
試
験

体育

３月８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月４月 ５月 ６月 ７月

集団行動

体つくり
運動

選択種目

サッカー、ソフトボール、ソ
フトテニス、バドミントン、バ

レーボール、
バスケットボール、卓球

 

 



授業科目 English CommunicationⅡ 令和７年度 

英語科シラバス 学年（コース） 探究 文系Ｆ 単位数 ２ 

授業内容 

目標：初見の英文をたくさん読むことで，私大の推薦入試・一般入試，共通テ

ストで求められる読解力を養う。 

 

・Landmark FitⅡの英文をいくつかピックアップして，復習する。    

・なるべく辞書を使わずに初見の問題に演習形式で取り組む。 

・私大推薦入試・一般入試の問題に取り組む。 

到達目標 

・設問に答える時，どこに答の根拠となる情報が述べられているかを見つけら

れるようになる。 

・わからない語があっても前後の文から意味を類推できるようになる。 

・直読直解ができる。wpmを意識しながら英文を読める。 

・各段落での筆者の主張が何なのかを理解できるようになる。 

 

評価方法 

・定期試験 60％ 

・その他 40％（演習問題の得点・課題提出・発表など） 

 

使用教材 

Landmark FitⅡEnglish Communication Ⅱ 

私大の推薦入試・一般入試の過去問 

その他  

 

学年・コース 科目 Text Lesson 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上

長文読解①②③

長文読解④⑤⑥

私大入試問題①～⑤

私大入試問題⑥～⑩

期
末
試
験

１２月 １月 ２月５月 ６月 ７月４月 ３月８月 ９月 １０月 １１月

3年
探究

E

 

C

o

m

m

u

n

i

c

a

t

i

o

n

Ⅱ

期
末
試
験

中
間
試
験

中
間
試
験

 

 



授業科目 English Communication Ⅲ 令和７年度 

英語科シラバス 学年・コース ３学年 探究コース 単位数 ４単位 

授業内容 

さまざまなテーマの英文を読み，内容を理解する一方で，自分なりの意見を持ち，
知見を広げる。「聞く」「読む」「対話」「発表」「書く」の５技能を有機的に関連付け，
総合的に学習を行う。アクティビティ，ディスカッション，ALT との言語活動など
積極的な姿勢で取り組むことが求められる。 

１）Listening テキストを使った活動 

２）各レッスンが演習形式 

３）共通テスト・私大入試対策などの演習 

到達目標 

英語を通じて積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育成するととも
に，情報や考えなどを的確に理解し，適切に伝えたりする基礎的な能力を養う。 

また，「聞く」「読む」「書く」「対話」「発表」の５技能について，次のことができる
ようになることを目指す。 
 

１）英語による指示に対して的確に答えることができる。教科書と同じ語彙レベル
のさまざまな英文を読み，その概要や要点を理解することができる。         

２）身につけた語彙，文法事項を基に初見の英文を読んで，その概要や要点を理解
することができる。 

３）授業で身につけたことを模試・検定試験・大学入試などの結果に繋げることが
できる。 

 

評価方法 

評価の観点 

①コミュニケーションへの関心・意欲・態度  

②英語での表現（口頭または文章で） 

③授業内容の理解  

④言語や異文化についての興味・知識・理解 

以上の４点について定期テストや授業での演習問題，課題提出，授業への取り組む

姿勢などを総合的にみて評価する。 

使用教材 

・LANDMARK Fit English Communication Ⅲ（教科書）【啓林館】 

・Data Base 3300 完成英単語・熟語 5th Edition（単語帳）【桐原書店】 

・総合英語 Vision Quest（文法参考書）【啓林館】 

・Scramble 英文法・語法 Basic【旺文社】 

・共通テスト対策問題集（自学用） 

・辞書，Google Chrome Book 

その他 
4単位の内 1単位は，ネイティブと日本人英語教師との Team Teaching である。 

定期試験は，教科書の内容＋リスニング＋初見の問題を含めて 100分間行う。 

 

学年・コース 科目 単元 項目 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

Lesson1 Incredible Edible

Lesson2,3
 Blood Is Blood

Biomimetics

Lesson4  Political Correctness

Lesson5
Saving Our Treasures

from the Sea

Lesson6 Body Imperfect

Lesson7,8
Christmas Truce

Global Water Crisis

Lesson9 Extinction of Languages

Lesson10
The poorest President

in the World

演習 共通テスト・私大対策演習

期
末
試
験

１２月 １月 ２月５月 ６月 ７月４月 ３月８月 ９月 １０月 １１月

３年
探究

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
英
語
Ⅲ

期
末
試
験

中
間
試
験

中
間
試
験

 



 

 

授業科目 論理・表現Ⅱ 令和７年度 

英語科シラバス 学年・コース ３学年 探究 単位数 ２単位 

授業内容 

・１，２年次で養った能力を伸ばし，「話すこと」「書くこと」の発信能力を高める

授業を行う。 

・英語を通じてコミュニケーションをとり，事実や意見などを多様な観点から考察

し，論理の展開や表現の方法を工夫しながら伝える。 

・入試を見据えて１学期から授業での入試問題演習の機会を増やす。 

到達目標 

・教科書の例文を基にして，類似した英文を話したり，書いたりする。 

・伝えたい内容を整理して論理的に話す。 

・主題を決め，様々な種類の文章を書く。 

・聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに基づき，情報や考えな

どをまとめ，発表する。また，発表されたものを聞いて，質問したり意見を述べた

りする。 

 

評価方法 

・コミュニケーションへの関心・意欲・態度…コミュニケーションに関心を持ち，

積極的に言語活動を行い，コミュニケーションを図ろうとする。 

・表現の能力…事実や意見などを多様な観点から考察し，論理の展開や表現の方法

を工夫しながら英語で伝えている。 

・理解の能力…英語を聞いたり英文を読んだりして，情報や考えなどを的確に理解

している。 

・言語や文化についての知識・理解…英語やその運用についての知識を身に付けて

いるとともに，言語の背景にある文化などを理解している。 

 

a.授業中の活動への取り組む姿勢 

b.インタビューテスト・発表（スピーチ・プレゼンテーションなど） 

c.週末課題などの提出物  

d.授業での確認テスト・定期試験 

使用教材 

・Vision Quest English Logic and Expression Ⅱ Hope【啓林館】 

・Vision Quest English Logic and Expression Ⅱ Workbook 【啓林館】 

・Vision Quest 総合英語 Ultimate【啓林館】 

・Scramble 英文法・語法 Basic【旺文社】 

その他 
 1 学期は教科書を中心に授業を行うが，時間に余裕があれば，入試問題の演習も取

り入れる。 

学年・コース 科目 項目 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

Lesson7

Lesson8

Lesson9

Lesson10

Lesson11

Lesson12

入試問題演習

入試問題演習

3年
探究

論理
表現
Ⅱ

中
間
試
験

期
末
試
験

３月８月 ９月 １０月 １１月 ２月４月

中
間
試
験

期
末
試
験

５月 １２月 １月６月 ７月



授業科目 情報Ⅰ 令和 7 年度 

情報科シラバス 学年・コース 3 学年 探究コース 単位数 1 

授業内容 

共通テスト受験を見据え、1 年次に学習した内容から特に重要だと判断した内容につい

て、実習や問題演習を交え学習内容の深化と定着を図る。 

 

2. コミュニケーションと情報デザイン 

 メディアとコミュニケーション 

 情報のデジタル化 

3. コンピュータとプログラミング 

 コンピュータのしくみ 

 アルゴリズムとプログラム 

 モデル化とシミュレーション 

4. 情報通信ネットワークとデータの活用 

 情報通信ネットワークのしくみ 

 情報システムとデータベース 

 データの活用 

到達目標 

1. 課題や目的に応じて情報手段を適切に活用し、必要な情報を主体的に収集・判断・

処理・表現・創造し、受け手の状況をふまえて発信・伝達できる。 

2. 情報手段の特性を理解と、自らの情報活用を評価・改善するための基礎的な理論や

方法が理解できる。 

3. 情報や情報技術が果たしている役割や及ぼしている影響を理解し、情報モラルの必

要性や情報に対する責任について考え、望ましい情報社会の創造に参画する態度を

養う。 

評価方法 

3 つの観点「知識・技能」（４０％）、「思考・判断・表現」（３０％）、「主体的に学習に取り組む

態度」（３０％）をもとに、各学期の定期試験、実技課題、提出物や授業に取り組む姿勢等

を総合的に判断して評価する 

使用教材 教科書 『 情報Ⅰ 』 日本文教出版、副教材 進研 WINSTEP 情報Ⅰ 

その他 Google Classroom を活用し実習を適宜行う。 

●授業進度表 

 

 

中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

アルゴリズムとプログラム

コンピュータのしくみ

メディアとコミュニケーション

情報のディジタル化

コンピュータとプログラミング モデル化とシミュレーション

情報通信ネットワークのしくみ

情報システムとデータベース

データの活用

１０月 １１月 １２月 １月

項目

４月 ５月 ６月 ７月

学年・コース 科目 単元

２月 ３月

3
年
探
究
・
特
進
コ
ー

ス

情
報
Ⅰ

１
学
期
期
末
試
験

２
学
期
期
末
試
験

８月 ９月

コンピュータとプログラミング

コミュニケーションと情報デザイン
学
年
末
試
験

情報通信ネットワークとデータの活用

入試問題演習


